
 

大和田二・三丁目地区地区計画新旧対照表 

 

 

新 旧 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土
地
利
用
の
方
針 

１ Ａ地区は、既存施設や周辺

環境に配慮しつつ、工業・業務

施設の利便の増進を図る。 

２ Ｂ地区は、大規模な工業施

設を誘致する等、土地の高度

利用を促す。 

３ Ｃ地区は、既存施設や周辺

環境に配慮しつつ、沿道に適

した土地利用を図る。 

４ Ｄ地区は、商業施設を誘致

する等大街区での利用を促

す。 

５ Ｅ地区は、隣接する住宅地

に配慮しつつ、工業・業務施設

の利便の増進を図る。 

６ Ｆ地区は、公共公益的施設

を主とした既存施設や周辺環

境に配慮しつつ、工業・業務施

設の利便の増進を図る。 

１ Ａ地区は、既存施設や周辺

環境に配慮しつつ、工業・業務

施設の利便の増進を図る。 

２ Ｂ地区は、大規模な工業施

設を誘致する等、土地の高度

利用を促す。 

３ Ｃ地区は、既存施設や周辺

環境に配慮しつつ、沿道に適

した土地利用を図る。 

４ Ｄ地区は、商業施設を誘致

する等大街区での利用を促

す。 

５ Ｅ地区は、隣接する住宅地

に配慮しつつ、工業・業務施設

の利便の増進を図る。 

地
区
施
設
の

整
備
の
方
針 

整備された道路等の維持、保

全を図る。 

道路及び公園等は、土地区画

整理事業により整備する。 

  



 

新 旧 

地
区
整
備
計
画 

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道
路 

名 称 備   考 備   考 

区 画 道 路

１号 

新設 新設 

区 画 道 路

２号 

新設 新設 

区 画 道 路

３号 

拡幅 

（市道第３０５９号線） 

拡幅 

（市道第１４－１１号線） 

区 画 道 路

４号 

拡幅 

（市道第３０４６号線） 

拡幅 

（市道第１１－２３号線） 

区 画 道 路

５号 

拡幅 

（市道第３０４６号線） 

拡幅 

（市道第１４－１５号線） 

区 画 道 路

６号 

拡幅 

（市道第３０４６号線） 

拡幅 

（市道第１４－１５号線） 

区 画 道 路

７号 

新設 新設 

区 画 道 路

８号 

新設 新設 

区 画 道 路

９号 

新設 新設 

区 画 道 路

１０号 

新設 新設 

 

  



 

新 旧 

地
区
整
備
計
画 

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道
路 

名 称  幅 員 延 長 備   考 

区 画 道 路

１１号 

― ２．０ 

メートル 

約 ４３ 

メートル 

拡幅 

（国道２５４号） 

区 画 道 路

１２号 

― ２．０ 

メートル 

約１０６ 

メートル 

拡幅 

（国道２５４号） 

区 画 道 路

１３号 

― ２．０ 

メートル 

約 ９６ 

メートル 

拡幅 

（国道２５４号） 

区 画 道 路

１４号 

― ２．０ 

メートル 

約２００ 

メートル 

拡幅 

（国道２５４号） 

区 画 道 路

１５号 

― １．０ 

メートル 

約 ５０ 

メートル 

拡幅 

（国道２５４号） 

 ― 道路交差部には、道路幅員に応じた隅切り

を設けること。 

 

 

新 旧 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地
区
の
区
分 

区分の

名称 

Ａ地区 

（工業地域） 

Ａ地区 

（工業地域及び準工業地

域） 

区分の

面積 
約１５．４ヘクタール 約２４．８ヘクタール 

 

 

新 旧 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地
区
の
区
分 

区分の

名称 

Ｄ地区 

（工業地域） 

Ｄ地区 

（工業地域及び準工業地

域） 

区分の

面積 
約４．５ヘクタール 約４．５ヘクタール 



 

 

新 旧 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地
区
の
区
分 

区分の

名称 

Ｅ地区 

（準工業地域） 

Ｅ地区 

（準工業地域） 

区分の

面積 
約３．９ヘクタール 

 

約３．９ヘクタール 

 

 

 

新 旧 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地
区
の
区
分 

区分の

名称 

Ｆ地区 

（準工業地域） 
― 

区分の

面積 
約９．４ヘクタール ― 

建築物等の

用途の制限 

次に掲げるものは、建築し

てはならない。 

⑴ 住宅、共同住宅、寄宿舎、

下宿。 

  ただし、床面積の合計が

１，０００平方メートル以

下のものを除く 

⑵ 病院 

⑶ 店舗、飲食店その他これ

らに類する用途に供する

もので、その用途に供する

部分の床面積の合計が 

５００平方メートルを超

えるもの 

⑷ ホテル、旅館 

⑸ マージャン屋、ぱちんこ

屋、射的場、勝馬投票券発

売所、場外車券売場その他

これらに類するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 



⑹ カラオケボックスその

他これに類する用途に供

するもので、その用途に供

する部分の床面積の合計

が５００平方メートルを

超えるもの 

⑺ 劇場、映画館、演芸場、

観覧場 

⑻ キャバレー、料理店、ナ

イトクラブその他これら

に類するもの 

建築物の 

敷地面積の

最低限度 

１６５平方メートル。 

ただし、土地区画整理事業

に係る土地にあっては、土地

区画整理法第９８条第１項

の規定による仮換地の指定

を受けた面積（同法第１０３

条第１項の規定による換地

処分を受けた場合は、その面

積）とすることができる。 

― 

壁面の位置

の制限 

１ 道路境界線から建築物

の外壁又はこれに代わる

柱の面までの水平距離は、

０．５メートル以上とす

る。 

２ 隣地境界線から建築物

の外壁又はこれに代わる

柱の面までの水平距離は、

０．７メートル以上とす

る。 

― 

建築物等 

の高さの 

最高限度 

２５メートル ― 



建築物等の

形態又は色

彩その他の

意匠の制限 

建築物の形態又は色彩

その他の意匠は、新座市景

観計画表３に規定する景

観形成基準及び表４に規

定する色彩基準を遵守す

るものとする。 

ただし、景観法第１６条

第１項又は第２項による

届出を行うものについて

は、適用しない。 

― 

垣又は柵の

構造の制限 

１ 道路に面する側の垣又

は柵は、生け垣又は敷地地

盤面から高さ６０センチ

メートル以下の基礎部分

の上に透視可能なフェン

スを施したもので、基礎部

分を含む高さが敷地地盤

面から１．５メートル以下

のものとする。 

ただし、１階部分が住宅

の用に供する建築物で、道

路に面する側の垣又は柵

の構造が、鉄筋コンクリー

ト造等一体となった堅固

で倒壊等の危険性のない

もので、基礎部分を含む高

さが敷地地盤面から１．５

メートル以下のものにつ

いては、この限りでない。 

２  建築基準法別表第二

（ぬ）項第二号及び第三号

に該当する建築物等を建

築する場合は、隣地境界線

に面する側に、生け垣を設

けなければならない。 

― 

 


